
 
 

 

 
 

 

SEEEタイブルアンカーを用いることにより、構造物の安定性の向上や耐震補強などを効果的かつ経

済的に実施する事ができます。特に砂防えん堤の補強においては、優れた効果を発揮します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【小武川第四砂防えん堤】 施工中写真 
（国土交通省 関東地方整備局 富士川砂防事務所） 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

永久グラウンドアンカー工法施工事例紹介 

SEEE タイブルアンカーによる 

砂砂  防防  ええ  んん  堤堤  のの  補補  強強  

タイブルアンカー F360TA 



【【従従  来来  工工  法法  とと  のの  比比  較較】】  

◎◎従従  来来  工工  法法    

砂防えん堤の補強は、腹付けコンクリートなどによって行われてきました。しかし、以下のような問題点が
あります。 

下流面への腹付けよる補強 上流面への腹付けよる補強 

構 

造 

    

問
題
点 

・ 腹付けコンクリートが非常に厚くなる。 
・ 下流側の副えん堤に対する必要な距離が不足す
る場合がある。 

・ 腹付けコンクリートが非常に厚くなる。 
・ 堆積土砂除去などの土工を伴う。 
・ 出水時対策を考慮した仮設が広範囲におよぶ。 

  

◎◎SSEEEEEE タタイイブブルルアアンンカカーーをを用用いいたた補補強強  

  

 

● 特長 

・ 腹付けコンクリートを薄く（場合によっては、
不要）できる。 

・ 堆積土砂除去などの土工が不要である。 
・ 従来工法に比べ経済的である。 

  
  
  

      

堆 砂 

既設堤体 腹付けコンクリート 

既設堤体 

堆 砂 

グラウンドアンカー 

水平力を主体とする場合のイメージ 鉛直力を主体とする場合のイメージ 

既設堤体 

堆 砂 

腹付けコンクリート 

仮掘削



【【タタイイブブルルアアンンカカーーのの特特徴徴】】  

 

① 耐久性 

テンドン全長に渡り、二重防食加工が施された耐久
性の高いグラウンドアンカー工法です。特にタイブ
ルアンカーＡ型は、防食性に優れ、港湾施設やダム
等の高腐食環境下においても多くの実績を有して
います。 

② 維持管理 

  ナット定着方式であるため、地震や大雨、その他の
要因により荷重が変動した場合の再緊張、緊張力緩
和が容易に行なえます。 

③ 耐震性 

  ナット定着方式であるため、水位や堆砂状況の変動
による繰り返し荷重や、地震時や土石流発生時など
の衝撃的な荷重が作用しても、確実な定着を維持す
ることができます。 

④ 高品質・省力化 

  工場製品であるため、品質が高く一定で、現場作業
を省力化できます。 

⑤ 大荷重まで対応可能 

アンカー１本当たりの最大許容荷重は常時：
2,086kN/本、地震時：2,667kN/本です。大きな荷重
まで対応でき、より経済的な配置が可能です。 

 

 
 
 
 
 

【【主主  なな  実実  績績】】  

 
 
 
 
 
 
 
 

施工年 工事名（施設名） 場所 アンカーの仕様 

H9 中沢砂防えん堤 山形県最上郡 
F170TA,Td≒1000kN/本,L=30m,n=8本 
F270TA,Td≒1500kN/本,L=38m,n=8本 

H10 本道寺沢えん堤 山形県西村山郡 F310TA,Td≒1800kN/本,L=30m,n=10本 

H10 見附沢えん堤 山形県西村山郡 F270TA,Td≒1500kN/本,L=23m,n=6本 

H11 本沢第一えん堤 山形県東田川郡 F360TA,Td≒2000kN/本,L=24～36m,n=35本 

H14 門森沢下流砂防えん堤 栃木県塩谷郡 
F130UA,L=16.0～18.0m,n=10本 
F110UA,L=15.0m～17.0m,n=8本 

H17 射場山砂防えん堤 兵庫県神戸市 
F270TA,Td=1400kN/本,L=17.0～29.5m,n=40本 
F170TA,Td=820kN,L=11.5m～24.5m,n=22本 

H20 小武川第四砂防えん堤 山梨県韮崎市 F360TA,Td=2080kN/本,L=28m～42m,n=22本 



【【施施  工工  状状  況況】】  

  

  

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

仮設足場状況 削 孔 

アンカー材挿入 

緊張定着
完 成 


